
なぜ、この時期に人権集中学習？

昨年度の人権講話のおさらいから



２１世紀は「人権の世紀」



なぜ「人権の世紀」？

※２０世紀は・・・

・世界を巻き込んだ二度の大戦
・特定の人種の迫害
・大量虐殺

などの人権侵害、人権抑圧が横行



「こんな世の中でいいの？」
「もっと一人一人を大切にしなくていいの？」と、

やっと

『世界全体』が考え始めた



※１９４８年１２月１０日
※国際連合の総会で
※全部で３０条
※その後、宣言の内容が「法律」や「条約」に
（宣言するだけでは法的拘束力がないから）

「世界人権宣言」の採択



「世界人権宣言」は
一人一人を大切にするための
「みんなで決めた世界の目標」

例えば・・・
少しかみ砕いた言葉で紹介します。



第１条

◆わたしたちは皆、生まれながらにして自由です。

◆一人一人がかけがえのない人間であり、その値打
ちも同じです。

◆だから互いによく考え、助け合わねばなりません。



第２条

◆わたしたちは皆、意見の違いや、生まれ、男、女、
宗教、人種、言葉、皮膚の色の違いによって差別され
るべきではありません。

◆どんな国に生きていようと、その権利に変わりはあ
りません。



第４条
◆誰も奴隷として働かせてはいけません。

第５条
◆拷問は禁止です。

第１９条
◆誰でも表現の自由をもっています。



第２１条
◆誰でも自国の政治に関わる権利があります。

第２２条
◆誰でも職業を自由に選んでかまいません。

第２６条
◆誰でも教育を受ける権利があります。



＊とても時間はかかるけれど

＊これまで余りにもたくさんの人が犠牲になったけれど

＊「一人一人」がもっと幸せに生きていける時代にしよう

「２１世紀は人権の世紀」という言葉の意味



■国連：宣言が採択された12月10日を「世界人権デー」
■日本：毎年12月10日を最終日とする１週間を
「人権週間」

今年は１２月４日（日）～１２月１０日（土）



だから

「この１週間は特に集中的に人権に
ついて考えよう」という期間

人権は

根本的で全ての人に関わる大切な問題



◆そもそも、人権とは何か？

◆どれくらい人権は守られているか？

◆人権が守られた世の中を

「いつ」「誰が」「どこで」実現するのか？

人権の定義：映像



元々、人権は「なかった」

または「一部の人のもの」だった

時代とともに、「全ての人のもの」に
という考え方に変わった

時代とともに、少しずつ獲得してきた



現状は？

法律等によって、一人
一人の人権が守られる
世の中に変わってきた



理想と現実のギャップ



未だに人権が守られて
いない人々がたくさん

いるのも事実



◆人権が守られた世の中を「いつ」「誰が」「どこで」

実現するのか？

「誰が」：「普通の人々」

「見て見ぬふりをしない人々」

～苦しんでいる人を守るために～

「どこで」：身近で小さな場所から始まる

「いつ」：今すぐ・常に



※考えるきっかけの一つとして
～映画「ペイ・フォワード」～



社会の先生からの課題

「今住んでいる世界をよりよく
するにはどうしたらいいか？」

こんな課題が出されたら、あなたは
どんな方法を考えますか？



トレバーのアイデア

「自分が受けた善意や思いやりを、他
の３人に送ること（ペイ・フォワード）で
善意の輪が無限に広がっていく」



「恩返し」
は誰かから優しさや助けを受け
たとき、その人にお返しをする
「１対１の関係」



ペイ・フォワード＝「恩送り」

受けた恩を直接その人に返すの
ではなく、他の人に渡す



１人→３人→９人→２７人→８１人



「恩送り」とは、見返りを求め
ず、思いやりを渡すこと

「善意の連鎖」が続けば、
世の中はよくなる・・・



「利己」：自分の利益ばかり

「利他」：自分より他の利益を優先

一人では生きていけないから、支え合わないと生きてい
けないから、自分より「集団」や「社会」を優先する行動



「人権」について考えること
は「よりよい社会にするため
に何をするか」を考えること
と似ている



“問われていること”

◆「今住んでいる世界をよりよく
するにはどうしたらいいか？」

社会の一員であるという自覚があるか



◆どれくらい本気で「差別」を
なくしたいと思っているか？

人権感覚

人の痛みへの共感力・想像力

“問われていること”



◆誰もが“自由に、幸福に、平等に、
健康に、平和に”生きていくために、
あなたができることは何か？

みんなで決めた世界の目標
実行力があるか

“問われていること”



人権課題の例

女性

虐待

拉致

ハンセン病

いじめ

性自認

インターネット

HIV感染者

人種

同和

障がい者高齢者



人権が守られない世界を想像してみてく
ださい。そんな世の中でいいですか？

時には、ちょっと立ち止まって、
人権問題を“自分事”として考え
てみる必要はないですか？



大東中生の皆さんが「人権感覚」
「人権意識」の高い人でいてくれ
ることを願っています。


